
 
 
 
 

 

 

 
                                  

                   
 

 

自己の可能性を自らの手で切り開く子どもを育てる～生涯体育を通じて～ 

 

 

                       四街道市小中学校教頭会長 角張 貴洋 

                    （四街道市立吉岡小学校 教頭） 

 

近年に始まったことではないと思いますが、子どもたちの歩き方、走り方、座り方等、多くの

場面で見かける猫背の後ろ姿が気になります。増加してきているようにも感じます。これは、運

動経験の少なさや体力の低下が見受けられる一場面であると受け止めています。 

 

学生の頃、健康の三本柱は運動・栄養・休養であると学びました。運動だけは不足してもそれ

ほどの苦痛を感じないためか、動くことの少ない生活に慣れてしまうと億劫になり、運動するき

っかけをつかむことが難しくなってしまいます。栄養と休養についても、生活管理による健康の

維持として、夜ふかしをしない、三度の食事をきちんと取るなどの規則的な生活ができていない

ケースは少なくないと思われます。学校職員の一人として、家庭・学校・地域が連携する機会を

大切にし、子どもたちの健康維持増進、体力向上、更に身体の発育発達の促進をしていくことが

できればと思います。  

 

学校は、日々体育の授業を実践していることからも、体力向上の一端を担っています。近年の

生涯体育を目指す学校体育の在り方については、技能の向上よりも楽しさと捉えられがちですが、

個人差はあっても技能の向上による達成感を味わわせることが楽しさにつながり、生涯体育につ

ながるものであると思います。体育の授業は、主運動の課題が決まっているので、自分の課題に

合った練習を繰り返し実践するうちに、身体を強く動かすことの快感を覚え、授業の後の充実感

が次の授業への期待につながるものでなければなりません。自ら決めた運動課題と教師の与えた

課題がどのように統一されるかが、意欲を高めることにつながると考えます。 

 

生涯体育を目指す学校体育における大きな変化は、教師の声かけであると私は捉えています。

技能の向上がある中で、力がある、足が速い、ジャンプ力がある、柔軟性がある、協調性がある

等の特性を見抜き、言葉で伝えることが自信につながり自己有用感を高めることに結びつくと思

います。 

子どもにとって、学校での学習は楽しいはずのものであり、全身の活動を伴う体育の授業はと

りわけ楽しいはずのものであります。子どもたちが、自己の可能性を自らの手で切り開いてゆく

ような理想的授業展開をこれからも追究していきます。 

 

 

                         
 

 
 

◎「一期一会」は、市ホームページにも掲載してあります。青少年育成センターのページ            

からご覧ください。  
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 ２学期を迎えました。４０日以上の長い夏季休業では、時間的にも余裕があり、これまで行

えなかったことに取り組むことができる反面、これまで整えてきた生活のリズムが乱れてしま

いがちです。気持ちの面では早起きをして学校に行かなければという思いはあるのですが、心

と体のバランスが崩れてしまい、毎朝、葛藤の日々を送る子どもたちも増えてきます。       

また早く学校に行って友だちに会いたいという気持ちと裏腹に、「友だちとうまくやってい

けるだろうか？」「嫌な思いをしないだろうか？」などが心配で、気持ちが振り子のように揺

れ動き、精神的にも不安定になりがちです。                        

四街道市では、さまざまな理由から、学校へ行きたくても行くことができない児童生徒の

「心の居場所」として「ルームよつば」を開設し、学校復帰や、社会的自立への支援を行って

います。「ルームよつば」では、学習、運動、栽培、体験活動等を通して児童生徒の対人関係

の広がりを目指しています。また「ルームよつば」では見学や体験なども随時行っておりま

す。まずは、青少年育成センターへご相談ください。 

◎活 動 時 間   月・水・金曜日 １０：００～１４：３０ 

        火・木曜日   １０：００～１３：３０ 

       （土日、祝日、夏季・冬季・学年度末休業等は原則として閉室します） 

◎場   所   四街道市立中央小学校、北校舎１階 

◎問い合わせ  青少年育成センター ０４３－４２１－７８６７             

     学校を休みがちになると、どうしても家に引きこもりがちになり、話す相手も

家族の人たちだけに限られます。「ルームよつば」では、指導員が個々の状況やニ

ーズに合わせて時間をかけ、子どもたちに寄り添いながら人間関係を築き、交友関

係を広げ、新たな自分を発見できるきっかけ作りを行います。 

     人には毎日の生活リズムを刻む体内時計があります。生活リズムが乱れると体

内時計が狂ってしまい、やる気や活力が失われます。 規則正しい生活を取り戻す

ためにも日課表に基づき、時間を意識した「ルームよつば」での生活を送ることに

より体内時計を整え、心身共に前向きな気持ちで活動できるよう手助けをします。 

     仲間と共に体を動かし、汗を流すことで心身ともにリフレッシュし、連帯感を

高め、互いに心を開き、素直な気持ちで語り合える雰囲気を作ります。 

     調理実習や体験学習、栽培活動など異年齢集団での活動を通して、子どもたち

や指導員とのコミュニケーションを図りながら、子どもたちの自尊感情や自己肯定

感を高めていきます。    

 

○８月の相談活動 [５５件]                           〇８月の不審者情報                                

電 話  ２１ 来 所  ３３ 訪問等  １ 

○１０月の街頭補導予定（１４回） 

２日(木)Ａ ３日(金)Ｃ ６日(月)Ｆ ７日(火)Ⅾ ９日(木)Ｅ 10 日(金)Ｂ 14 日(火)Ｃ 

15 日(水)Ｄ 20 日(月)Ｃ 22 日(水)Ｅ 24 日(金)Ⅾ 28 日(火)Ｂ 29 日(水)Ⅾ 30 日(木)Ｆ 

A 7:30-8:30 B 10:00-11:00  C 14:30-15:30  D 16:30-17:30  E 17:30-18:30  Ｆ18:30-1 

不審者情報はありませんでした。 

引き続き積極的な声かけをお願いし

ます。 

 


